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　2013 年 5 月 27 日に予備調査を行い、6月から
水質および水量について 1 回 / 月の頻度で調査
を実施した。調査実施日は、6 月 24 日、7 月 22
日、8 月 20 日、9 月 15 日、10 月 20 日、11 月 15
日、12 月 13 日、1 月 17 日、2 月 27 日、3 月 28
日、4月 23 日、5月 9日である。極力増水の影響
を受けていない日を調査日として設定したが、10
月 20 日は同月 16 日から 17 日にかけて連続雨量
111.5mm（久慈アメダス）の降雨があった影響が






























































Chl-a 蛍光法（In-Vivo クロロフィル測定） Aquaﬂuo
濁度 散乱光法（ホルマジン標準） Aquaﬂuo























































































図 3　 久慈湾内S-1 における水質の推移
図 4 　久慈湾内S-2 における水質の推移
図 5 　久慈湾内S-3 における水質の推移
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ぞれ 0.3mg/L 以下、0.03mg/L 以下）である。









に 2007 年以降の T-N にその傾向が見られた。
2007 年、2011 年、2012 年 は T-N の基準値を
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日平均流量（増水が見られた 10 月 20 日の値は除
く）を図 12 に、流量の推移を図 13 に示した。こ
こでは、採水地点毎の水質の特徴について示す。
1）久慈川
　測定期間の平均日流量は 54.2 万 t/ 日であり、
久慈湾への総流入量の約 58％を占めた。水中の
無機イオン量の指標であるECの平均値は9.9mS/
































































































































































































































































































































































































たものの、9月に 3.5mg/L、2 月に 2.2mg/L の値
を記録した。CODについては、夏井上の平均値
は2.1mg/L、夏井下の平均値は3.1mg/Lであった。























　測定期間の平均流量は 0.8 万 t/ 日であった。
pH の平均値は 7.2、EC の平均値は 11.2mS/m
であり、2 月に 21.5mS/m の最大値を記録した。
BOD 平均値は 3.2mg/L と若干高い値となった
が、これは 2 月の測定において 32.3mg/L と極
端に高い値を示したためである（図 9）。それを
除く平均は 0.6mg/L であった。この河川で特徴





























度となる。なお、T-N の濃度も 2 月が最も高く
13.1mg/L を記録した（図 10）。玉の脇川のT-N
は平均値も 3.2mg/L と高く、久慈川の 0.60mg/
L の 5 倍近い数値となった。なお、NO3-N は、1
月に 4.4mg/L の最大値を示し、2 月は 3.5mg/L
に留まった。NO3-N の平均値は 1.7mg/L であっ
た。2月は BOD値の上昇が見られたことから、2
月のリン、窒素の負荷は主に有機態由来であると
考えられる。Cl- や Na+ の値も比較的高く、何ら
かの人為的な影響を受けていると考えられる。ま
た、K+ の平均値は 3.0mg/L であったが、3 月の
みが 15.0mg/L と極端に高い値を示した。
5）小河川












　処理水の排水量は、平成 22、24、25 年の 3 年
間の値を平均すると、約 1200t/日であった（岩
手県）。原水の平成 24、25 年の平均水質（n=6）は、
BOD が 3800mg/L、COD が 4200mg/L、T-N が
1900mg/L、T-P が 250mg/L であった（久慈広
域連合）。
　処理水は、pH の平均値が 6.9、EC の平均値
が 193mS/mであった。BOD平均値は 7.9mg/L、
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く推移した（図 14）。リンは、T-P が 0.62mg/L、









　処理水の水質は、pH の平均値が 7.3、EC の
平均値が 55.9mS/m であった。BODの平均値は




5.1mg/L であった。NO2-N や NH4-N はほとんど
検出されなかった。T-P、PO4-P 濃度はどちらも







推移を図 15 ～ 18 に示した。また、BOD、COD、
T-N、D-N（無機態窒素、NO3-N ＋ NO2-N ＋
NH4-N）、T-P、PO4-P について、1 日あたりの
日流入負荷量の平均値を用いて図 19 ～ 24 に示
した。なお、図 19 ～ 24 の矢印の太さは相対的























夏井上の 2.1mg/L から合流後の夏井下で 3.1mg/

















　久慈川の T-N 日平均負荷量は 457kg/日であ
り、有機汚濁と同様最も多かった。その内の
343kg/日は D-N であった。D-N の内 301kg/日
は NO3-N であった。
　長内川のT-N 日平均負荷量は 295kg/日であっ
た。その内の 190kg/日は D-N であり、152kg/
日は NO3-N であった。
　夏井川の T-N 日平均負荷量は 296kg/ 日であ
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り、長内川とほぼ同じであった。D-Nは 191kg/





あった。D-N は 10kg/日であり、内 NO3-N が
9kg/日、NO2-N は 0.1kg/日、NH4-N は 0.8kg/日
であった。
　清掃センター処理水は、T-N負荷量が 242kg/
日であった。内、D-N 負荷量は 154kg/ 日であ
り、その内NO3-N が 4kg/日、NO2-N は 21kg/日、
NH4-N は 128kg/日であった。






　久慈川の T-P の日平均負荷量は 8.0kg/日で




















































































への毒性の観点から、窒素についてNH4-N × 0.4 
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必要があろう。
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Evaluation of River Water Quality and Main Pollutant Load 
Sources for Kuji Bay Water Quality Improvement
Morio Tsuji, Koichiro Shige, Taito Matsumoto, Narihito Orii, Chiaki Itsukaichi and
Hajime Tachibana
Abstract 　　 　Pollutant loads in Kuji Bay are conspicuously in excess of COD concentrations 
according to environmental standards. We investigated pollutants from rivers and 
their main sources. Inflow BOD concentrations from rivers, a septage treatment 
facility, and a sewage treatment facility were stable and lower than water quality 
standards under the Water Pollution Prevention Law and environmental quality 
standards. Therefore, the high COD concentration in Kuji Bay was not explained 
by the direct inflow of organic matter. However, results revealed a high load of 
nitrogen from a septage treatment facility, and phosphorus from a sewage treatment 
facility. Phosphorus concentration was extremely high in the Tamanowaki River: the 
concentration recorded in February was 10 times higher than that during normal 
periods, indicating an upstream source. The COD concentration of Kuji Bay, which 
was in excess of environmental standards, was suggested to the reproduction of 
organic matter by phytoplankton in the water using terrigenous nitrogen and 
phosphorus, rather than the direct inﬂow of terrestrial organic pollutants. The rate 
of water ﬂow blockage is expected to increase because of breakwater construction at 
the bay mouth. Point source measurements are expected to show great improvement, 
but nitrogen and phosphorus loads should be continuously studied.
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